
第53  回大 会〕 住　　居

2 Hp-12　　 子育て の社会 的支援活 動に関す る研究一 夜 間保育所 の場合一

(その ２) 空 間的考察　　　 ○＊萩原美智子　 北浦かほる＊＊　増 田宏美＊゙＊

(＊大手前女 子短 大、¨大阪 市大、＊＊＊大 阪市大･ 院)

１はじめに　子育て環境の変化を背景に在宅児も含めた支援の充実が求められ、対策の一つと

して多様なサービスを提供できる多機能保育所等の整備計画がある。現在行われている支援活

動の空間利用の実態から、子育支援活動に求められる空間のあり方を探りたい。

２調査概要　その1で述べた6ヵ所の保育園で子育て支援活動の空間利用状況を調べた。

３結果 支援活動には人材だけでなく設備・空間の保障が必要なため、融通をつけやすい大規

模園では実施数が多い。学童保育は専用空間を要するが、必要性が高く全園にある。病児や病

気明け保育は隔離や設備のある専用空間を要し、人材の問題があるため実施園は少なく、あっ

ても病院関係者など条件付きである。一時保育は常時20 人弱の利用がある所は専用だが、利用

ピークがずれる夜間保育と合同で行われている。他は使用時間が限られるため、大規模園では

時間差利用で対応していた。小規模園では電話相談や園外活動など空間を要しない活動で、地

域との交流を計っている。専用空間を多く持つ園は、部屋の独立性が高く配置が適切でないた

め空き時間を有効に利用できない上、本来の保育空間にしわ寄せがみられた。保険室的な空間

は必須であるが事務室などで対応されており問題点が多い。目的に応じたセッティングを充実

させる為にも、時間差や人を有効活用できるキャパシティの大きい空間が必要である。
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lJa- 1 新築戸建て住宅のホルムアルデヒド濃度実態調査
○米田奈穂子　　大村道雄 （ｲ言州大学）

目的】近年、建材・内装材や防殺虫剤等から発生する化学物質による室内空気汚染が問題となっ

ている。特にホルムアルデヒド（HCHO ）汚染が深刻な状況で、健康被害例も少なくない。ノンホル

ムアルデヒド建材の登場などで改善されることが期待されるが、住宅建設に如何に反映されてい

るかの実態は明らかでない。前回、新築集合住宅の実態調査を報告したが、今回、H12 年になっ

てから夏までに新築された戸建て住戸を対象として室内空気中HCHO濃度の実態を把握し、居住者

の健康を守るための方策を探ることを目的として実施した秋期、冬期の測定結果を報告する。

方法】長野市内でH12 年前半に新築された住宅の入居者に予備調査を行い、入居後何らかの症状

を訴えている家族の中から協力が得られた9軒の住戸を対象に、10月及び12 月末から１月にかけ

の２回、各住戸の居間を対象としてHCHO濃度を温湿度とを測定した。HCHO 濃度の測定は、柴田科

学パッシブガスチューブを24時=間放置した後、AHMT吸光光度法で行った。温湿度の測定にはタバ

イエスペックのサーモレコーダーRS-10を使用した。

結果】入居時の各住戸の居間におけるHCHO 濃度は秋期において0.008～O,OZTppinの間で、厚生省

のガイドライン値に比べてかなり低い値であった。各住戸で暖房器具を使用していた冬期のき定

結果では、0.008 ～0.023ppniの間に留まった。暖房使用中であ゜たにもかかわらず｀
居間の温度

は秋期の温度より低い傾向が見られたことが主な原因と思われだHCHO 濃度がヽガイド
ライン未

満であっても、化学物質過敏症特有の症状が改善されないと思われるので、測定値did*.を樟鱗に

判断
することは、住人の健康と生命を

守ることにはならないことを指摘することが
できる。
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